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原
発
は
い
ら
な
い
⑫ 

   
 

《詩
》 

「冗
談
じ
ゃ
な
い
」 

         

み
し
ま
原
発
を
学
ぶ
会 

宅
確
保
や
つ
な
ぎ
資
金
の
融

資
、
生
活
保
護
な
ど
多
様
な
支

援
策
に
つ
い
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
相
談
で
き
る
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
だ
と
い
う
。 

 

政
府
は
、
国
家
戦
略
室
の
政

策
参
与
に
「
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
事
務
局
長
の
湯
浅
誠
氏 

 

三
島
の
野
重
第
二
連
隊
と

第
三
連
隊
は
、
名
古
屋
の
野

砲
兵
第
三
連
隊
と
と
も
に
、

少
将
閣
下
を
旅
団
長
に
仰

ぐ
、
野
戦
重
砲
兵
第
一
旅
団

に
属
し
て
い
た
の
で
あ
り
ま

し
た
。 

 

そ
し
て
、
昭
和
の
初
期
、

練
兵
場
の
西
側
に
住
む
わ
た

し
た
ち
長
泉
村
の
子
ど
も
た

ち
は
、
三
島
の
二
つ
の
連
隊

に
、
内
部
を
地
域
住
民
に
開

放
す
る
創
立
記
念
日
の
行
事

な
ど
が
あ
る
と
、「
お
い
、
今

日
は
旅
団
に
お
も
し
れ
え
こ

と
が
あ
る
ぞ
。
行
っ
て
み
べ

え
」
な
ん
て
言
っ
て
、
誘
い

合
っ
て
、
何
度
も
出
か
け
た 

 

た
将
兵
だ
ち
と
地
域
性
民
と

の
間
に
は
、
実
に
、
無
尽
数

の
接
触
と
共
生
と
、
忘
れ
が

た
い
多
様
な
交
流
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

わ
た
し
が
特
に
忘
れ
ら
れ

な
い
の
は
、
少
年
の
こ
ろ
、

路
上
で
行
き
会
っ
た
二
連

隊
・
三
連
隊
の
、
大
隊
の
火

砲
十
二
門
や
弾
薬
車
を
連
ね

た
、
輓
馬
部
隊
の
長
い
行
軍

の
隊
列
で
す
。 

 

わ
た
し
は
、
村
内
の
道
路

で
架
線
の
激
し
い
演
習
を
し

て
い
る
有
線
通
信
の
兵
隊
さ

ん
の
汗
み
ど
ろ
の
群
れ
や
、

鮎
壷
の
滝
の
崖
上
で
、
ラ
ッ

パ
吹
奏
の
練
習
を
し
て
い
る

兵
隊
さ
ん
の
一
団
な
ど
も
よ

く
見
ま
し
た
。 

わ
た
し
が
、
将
来
投
げ
込 

と
ど
ま
る
と
い
う
。
最
大
約

２
３
万
人
が
仕
事
も
給
付

も
な
い
状
態
に
な
る
と
予

測
す
る
。 

派
遣
法
改
正 

は
詰
め
の
段
階
に 

 

労
働
者
派
遣
法
の
改
正

審
議
は
厚
生
労
働
省
の
労

働
政
策
審
議
会
で
今
後
、
詰

め
の
協
議
に
入
る
予
定
。
民

主
、
社
民
、
国
民
新
の
与
党

３
党
は
製
造
業
派
遣
の
原

則
禁
止
な
ど
を
連
立
政
権

合
意
に
明
記
し
て
お
り
、
鳩

山
由
紀
夫
首
相
は
10
月
、３

党
合
意
に
基
づ
き
大
幅
に

規
制
を
強
化
す
る
同
法
改

正
案
を
２
０
１
０
年
の
通

常
国
会
に
提
出
す
る
考
え

を
表
明
し
た
。 

 
派
遣
法
廃
止
大
集
会 

１
０
月
２
９
日
夜
、
日
比

谷
野
音
で
「
派
遣
法
の
抜
本

改
正
を
求
め
る
大
集
会
」
が

開
か
れ
た
。
日
雇
い
派
遣
は

「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
、
ネ
ッ

ト
カ
フ
ェ
難
民
の
温
床
」
と

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
全
国
か

ら
ユ
ニ
オ
ン
系
労
働
組
合
員

ら
２
５
０
０
人
が
集
ま
り
、 

あ
る
野
戦
重
砲
兵
の
物
語
（５
） 

             

秋 

元 

実 

 みしま・源氏物語を読む会 
と  き： 毎月第１・３月曜日（月２回）  

午前 10 時 15 分～１１時 45 分       
 ところ： 三島商工会議所・会議室 
 内 容：『源氏物語』 使用テキスト・角川文庫    
 会 費： 月 2000 円 （テキスト・資料代･講師料等含む）

＊使用テキスト等は会で用意します。 

問い合わせ： 『源氏物語を読む会』 055－972-4953  

 
 

│ 

冬
く
る
前
の 

│ 
 

そ
の
題
に
導
か
れ
し
ご
と
ペ
ー
ジ
繰
る
こ
と
ば
の 

深
き
「
悲
し
き
熱
帯
」 

 
 

目
を
凝
ら
し
こ
と
ば
の
森
を
探
り
ゆ
く
「
悲
し
き 

熱
帯
」
わ
れ
に
は
重
し 

 
 

に
ん
げ
ん
の
傲
り
を
気
づ
か
い
戒
め
て
レ
ビ
・
ス 

ト
ロ
ー
ス
一
〇
〇
才
が
逝
く 

 
 

朝
の
ニ
ュ
ー
ス
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
伝
え
く
る
ア
フ
ガ
ン
の

死
者
兵
士
ら
若
く
て 

 
 

ノ
ー
を
言
う
オ
キ
ナ
ワ
の
意
志
受
け
と
め
よ
冬
く

る
前
の
涯
な
き
蒼
穹 

 

浅
野 

和
子 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

ま
れ
る
運
命
の
三
島
野
戦
重

砲
兵
連
隊
は
、
そ
ん
な
ふ
う

に
、
子
ど
も
の
こ
ろ
、
す
で

に
軍
国
時
代
の
わ
た
し
の
日

常
に
、
深
く
入
り
こ
ん
で
い

た
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

当
時
、
機
械
化
さ
れ
な
い

野
重
一
個
連
隊
が
装
備
し
た

の
は
、
大
正
四
年
に
作
ら
れ

た
四
年
式
十
五
セ
ン
チ
榴
弾

砲
二
十
四
門
で
し
た
が
、
一

門
を
十
二
頭
の
馬
で
曳
く
そ

の
旧
式
火
砲
に
は
、
乗
馬
用

と
弾
薬
車
用
な
ど
を
含
め
て

多
数
の
馬
を
必
要
と
し
、
あ

る
記
録
に
よ
る
と
、
第
三
連

隊
に
は
、
多
い
と
き
で
、
千

八
百
二
十
頭
の
馬
が
い
た
よ

う
で
あ
り
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 
 

（
つ
づ
く
） 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
部
隊
周
辺
の
住
民

は
、
演
習
で
自
分
の
町
や
村

に
出
て
く
る
旅
団
の
兵
た
ち

と
い
つ
も
接
触
し
、
厩
の
西

側
の
馬
糞
捨
て
場
に
は
、
そ

れ
を
肥
料
に
も
ら
う
た
め
、

農
家
の
皆
さ
ん
が
よ
く
来
て

お
り
ま
し
た
。 

 
こ
の
野
重
二
個
連
隊
が
、

そ
れ
ぞ
れ
横
須
賀
と
和
歌
山

か
ら
三
島
へ
移
転
し
て
き
た

大
正
八
年
以
来
、
終
戦
ま
で

二
十
六
年
間
、
旅
団
司
令
部

や
衛
戌
病
院
の
勤
務
者
も
含

め
、
関
東
か
ら
近
畿
に
及
ぶ

広
い
徴
兵
区
域
か
ら
集
め
ら

れ
て
、
こ
の
旅
団
に
暮
ら
し 

さ
な
い
」
が
合
言
葉
だ
。 

 

厚
生
労
働
省
の
推
計
に
よ

る
と
、
６
～
１
２
月
に
失
職

し
、
雇
用
保
険
の
支
給
も
切

れ
る
人
は
約
３
９
万
人
に
上

る
と
み
ら
れ
る
。
支
給
が
切

れ
て
１
～
２
カ
月
以
内
に
再

就
職
で
き
る
人
は
約
４
割
に 

平
成
20
年
度
の
社
会
保
障
関

係
費
22
兆
８
千
億
円
に
対
し

て
、
平
成
30
年
度
は
６
４
・

９
％
の
増
加
を
想
定
し
て
お

り
、
三
島
市
で
も
、
扶
助
費
を

見
る
と
、
平
成
21
年
度
は
、

20
年
度
に
対
し
て
、
約
３
億

５
千
万
円
（
７
・
０
％
）
の
増

加
に
な
っ
て
い
る
。人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会

保
障
費
の
増
加
見
込
み
は
、今

後
、大
き
な
課
題
で
あ
る
と
捉

え
て
い
る
と
い
う
。 

 

経
済
状
態
の
低
迷
、雇
用
の

不
安
定
化
、派
遣
労
働
の
増
加

は
、若
者
を
結
婚
か
ら
遠
ざ
け

少
子
化
に
拍
車
を
か
け
て
い

る
と
い
え
る
。  

〈
Ｈ
〉 

 

efefefefefefegef efefefefefefegef 
急
げ
！
逃
げ
る
ぞ 

原
発
が
暴
走
し
た 

 

待
て
！ 

そ
の
ま
ま
飛
び
出
す
な 

外
は
放
射
能
が
降
っ
て
い
る 

 

ヘ
ル
メ
ッ
ト 

ヘ
ル
メ
ッ
ト 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
ど
こ
だ 

え
い
っ 

ナ
ベ
で
い
い 

 

マ
ス
ク 

ゴ
ー
グ
ル 

手
ぶ

く
ろ 

Ｏ
Ｋ 

ゴ
ミ
袋
を
頭
か
ら
か
ぶ
れ 

体
を
全
部
か
く
せ 

長
靴
だ 

 

こ
ま
か
く
割
っ
て 

な
め
な 

が
ら
行
く
ぞ 

 

お
父
ち
ゃ
ん
！ 

な
ん
か
言
っ
て
る
よ 

防
災
無
線
が 

ま
た 

な
ん

か
言
っ
て
る
よ 

 

な
に
？ 

聞
こ
え
ん 

そ
れ
よ
り 

ク
ル
マ
出
し
と
く
か
ら
隣
の

ば
あ
ち
ゃ
ん 

呼
ん
で
こ
い

一
緒
に
逃
げ
る
ぞ 

 

お
と
う
ち
ゃ
ん
！ 

だ
め
だ 

防
災
無
線
が
言
っ
て
る
よ 

道
路
は
封
鎖 

道
路
は
封
鎖

っ
て 

 

な
に
？ 

逃
げ
る
な
っ
て
の
か
？ 

冗
談
じ
ゃ
な
い 

は
い 

冗
談
で
は
あ
り
ま
せ

ん 
 

桑
原
正
史
著  

「
永
遠
の
未
完
成
」
よ
り 

 

出
生
率
と
い
う
そ
う
だ
が
、

そ
の
値
が
２
・
０
８
を
下
回

る
と
総
人
口
は
減
少
し
て
行

く
。
日
本
で
は
こ
の
出
生
率

が
１
９
７
０
年
代
後
半
か
ら

２
・
０
を
下
回
り
始
め
、
２

０
０
５
年
に
は
過
去
最
低
の

１
・
２
６
を
記
録
し
た
と
の

こ
と
。
こ
の
ま
ま
行
け
ば
日

本
の
人
口
は
急
速
に
減
少
し

続
け
る
も
の
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。わ
が
国
の
総
人
口
は
、

従
来
の
予
測
よ
り
２
年
早
く

２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
） 

 

に
は
減
少
に
転
じ
た
と
の
こ

と
だ
。
２
０
０
５
年
の
１
億

２
７
７
７
万
人
か
ら
長
期
の

人
口
減
少
過
程
に
入
り
、
２

０
４
６
（
平
成
58
）
年
に
は

１
億
人
を
割
っ
て
９
９
３
８

万
人
と
な
り
、
２
０
５
５
年 

   

に
は
８
９
９
３
万
人
に
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。 

三
島
市
の
合
計
特
殊
出
生

率
は
平
成
２
年
１
・
７
６
、

平
成
７
年
１
・
５
８
、
平
成

１０
年
１
・
４
０
、
平
成
15
年

１
・
３
３
、
平
成
15
年
～
19 

年
平
均
１
・
３
６
、県
下
37
市 

 

町
で
最
下
位
か
ら
４
番
と
の

こ
と
だ
が
、
出
生
率
は
こ
こ

十
数
年
の
間
に
大
き
く
減
少

し
て
い
る
。 

こ
れ
は
三
島
市
の
少
子
化

対
策
が
遅
れ
て
い
る
か
ら
と

思
わ
れ
る
が
、
市
当
局
の
話 

   だ
と
「
決
し
て
そ
ん
な
こ
と

は
な
い
。
近
隣
市
町
で
比
較

し
て
も
三
島
市
は
最
も
進
ん

で
い
る
」
と
い
う
。 

 

市
の
説
明
で
は
、
こ
の
ま

ま
少
子
化
が
進
行
す
れ
ば
、

三
島
市
の
人
口
は
10
年
後
、

３
・
２
％
減
、
20
年
後
に
は 

 

８
・
９
％
減
と
推
計
し
て
い

る
。
一
方
、
20
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
労
働
人
口
は
10
年

後
、
９
・
４
％
、
20
年
後
、

１
５
・
５
％
減
と
、
人
口
減

少
を
大
幅
に
上
回
る
割
合
で

減
少
し
、
そ
の
結
果
、
個
人 

   

市
民
税
が
法
人
市
民
税
に
比

べ
９
０
％
を
占
め
る
税
収
は

大
き
な
影
響
を
受
け
る
と
考

え
ら
れ
る
と
い
う
。 

ま
た
、
高
齢
化
が
進
み
、

福
祉
費
、
医
療
費
の
増
加
が

予
想
さ
れ
、
前
政
権
の
経
済

財
政
諮
問
会
議
の
報
告
で
は
、 

 

 
派
遣
村
、
繰
り
返
す
な
！ 

雇
用
不
安
・年
末
年
始
は
ど
う
な
る
？ 

 

 

一
人
の
女
性

が
一
生
に
産
む

子
供
の
数
の
平

均
を
合
計
特
殊 

 

  

少
子
化
が
急
速
に
進
行
、 

将
来
社
会
へ
の
対
応
は
！   

よ
し
っ 

行
く
ぞ 

待
て
！ 

ヨ
ウ
素
だ 

ヨ
ウ
素
剤
を
飲

ん
で
か
ら
だ 

ヨ
ウ
素
剤
は
ど
こ
だ 

 

な
に 

冷
蔵
庫
？ 

な
い 

 

な
い 

な
い 

な
に 

冷
凍
庫
？ 

ど
こ
だ 

ど
こ
だ 

あ
っ
た 

あ
っ
た 

お
い 

凍
っ
て
い
る
ぞ 

だ
め
だ 

 

よ
し
っ 

ビ
ン
を
割
れ 

カ

ナ
ヅ
チ 

カ
ナ
ヅ
チ 

 

総
務
省
が
発
表
し
た
１
０

月
の
失
業
者
は
３
４
４
万

人
、
完
全
失
業
率
は
５
・

１
％
。
全
国
の
有
効
求
人
倍

率
も
０
・
４
４
倍
と
、
低
水

準
が
続
い
て
い
る
。 

ま
た
、
来
春
の
大
卒
予
定
者

の
就
職
内
定
率
は
、
１
０
月
現

在
で
約
６
０
％
に
低
迷
し
、

「
超
氷
河
期
」
と
言
わ
れ
る
。 

 

政
府
は
１
０
月
、
緊
急
雇
用

対
策
本
部
を
設
置
し
、
仕
事
を

失
っ
た
貧
困
・
困
窮
者
や
新

卒
者
へ
の
支
援
に
乗
り
出
し

た
。
ま
た
、
働
き
な
が
ら
介
護

の
資
格
を
取
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
、
農
業
や
環
境
な
ど
グ
リ
ー

ン
産
業
を
中
心
に
年
度
末
ま

で
に
約
１
０
万
人
の
雇
用
創

造
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。 

年
末
対
策
は
、
失
業
者
が
住 

を
起
用
し
、
年

末
年
始
の
失

業
者
対
策
と

し
て
、
全
国
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
７
７
カ
所

を
拠
点
に
「
ワ

ン
ス
ト
ッ

プ
・
サ
ー
ビ

ス
」
を
試
行
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。
「
派
遣

村
を
繰
り
返 

 

昨
年
暮
れ
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
、
世
界
経
済
が
大
混
乱
に
陥
っ
た
。
日
本
で

は
製
造
業
の
派
遣
切
り
が
続
き
、
日
比
谷
公
園
に
は
、
仕
事
も
住
居
も
失
っ
た
労
働
者
の
「
年

越
し
派
遣
村
」
が
で
き
た
。
１
年
た
っ
た
今
、
雇
用
情
勢
は
一
段
と
深
刻
化
し
て
い
る
。
雇

用
保
険
打
ち
切
り
で
、
息
継
ぎ
が
出
来
な
く
な
っ
た
人
達
が
ま
た
溢
れ
そ
う
な
状
況
だ
。 

 

 楽々パソコン教室のご案内 
毎週水曜日 夜 

生涯学習センター 
５Ｆ（パソコン教室） 

午後７時～８時半 

月４千円、１回1000円 

【個別指導対応】 

ワード、エクセル、デジカメ、 

画像処理、ホームページ作成等 

連絡先：055-986-1301（勝俣）

伊豆市民劇場３２０回例会＜劇団ＮＬＴ公演＞ 

『佐賀のがばい 
ばあちゃん』 

貧しくとも明るくたくましく生きるばあちゃんの 
優しさに乾杯！ご存知！漫才師・島田洋七原作の 
ベストセラー小説の舞台化！ 
作／島田洋七 演出／釜 紹人 
出演／阿知波 悟美、弓沢 公望 

２０１０年２月１０日（水） 
開演：１８時３０分／終演２１時３０分 
会場：三島市民文化会館大ホール 
連絡先：電話 975-5455 

FAX 981-3422 

「
派
遣
切
り
は
も
う
イ
ヤ

だ
」
と
労
働
者
派
遣
法
の
廃

止
を
訴
え
た
。 

  

貧
困
増
、
三
島
で
も 

 

今
年
二
月
時
点
で
三
島
市

で
の
生
活
保
護
数
は
３
５
９

世
帯
、
４
２
２
人
で
あ
っ
た

が
、
十
月
で
は
４
３
２
世
帯
、

５
２
１
人
に
増
加
し
た
。
三

島
で
も
派
遣
切
り
や
業
績
悪

化
に
よ
る
失
業
等
で
生
活
保

護
申
請
件
数
が
急
増
し
て
い

る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る 

 

と
三
島
市
内
の
、１
０
月
の
有

効
求
人
倍
率
は
０
・
３
７
、
全

国
平
均
０
・
４
４
よ
り
か
な
り

悪
い
。雇
用
保
険
受
給
者
数
は

２
０
２
１
人
に
の
ぼ
る
。 

国
の
経
済
危
機
対
策
と
し

て
三
島
市
で
も
緊
急
住
宅
手

当
の
支
給
や
臨
時
特
例
つ
な

ぎ
資
金
の
申
込
を
受
け
付
け

て
い
る
。 

 

派遣法改正を求める１０・２９日比谷集会 

小学生の家庭学習教材 

はつらつパル 
小１～小６ 

サンプル進呈中！ 
（有）梅沢商会 

電話 055-962-0921 

講演「共に働く」 
障害者・若者の就労支援・社会参加の場づくり 

日時：１２月１１日（金） 
午後１：１５～３：３０ 
会場：三島市民活動センター 
（本町タワービル４F 会議室）
講師：ワーカーズ・コレクティブ教会 
   専務理事 岡田由利子氏 
主催：就労支援ネットワーク三島 
問合せ 090-8324-6473（梅田律子）

＜蕎麦処＞ 

いな穂 
三島市谷田中島 70-8（押切り入口） 
「箱根水系押切りそば」 
そば定食 ６００円 
かけざる ４００円 
主人：古瀬 喜久男 

１号線 

岡本内科 

いな穂 


